
第１５１回福島県新型コロナウイルス感染症対策本部員会議 

 

１ 日時 令和４年９月８日（木）１７：００～１７：１５ 

２ 場所 危機管理センター災害対策本部会議室（ペーパーレス会議） 

３ 議事 

（１）新型コロナウイルス感染者の状況等について 

（保健福祉部長） 

５ページ、資料１をお願いいたします。 

【資料１】 

昨日の新規陽性者数は１，８２２人で、前の週の同じ曜日を下回っておりますが、引

き続き高い水準となっています。 

次に、４ページ。 

９月７日現在の療養者の状況です。 

入院者は３０６人、うち重症者が１人となっています。 

療養者数の合計は１７，０２０人、このうち自宅療養者数は１６，２６８人でいずれ

も２万人を下回りましたが、引き続き高い水準となっております。 

次に、６ページ。 

人口１０万人当たりの１週間の新規陽性者数は６５８．９２人。 

８月２３日にこれまで最多となって以来、概ね減少傾向にありますが、前日を上回る

日もあり、引き続き高い水準となっております。 

次に、８ページ。  

病床使用率は４０．２％。 

９月４日から４割台になり、レベル２の基準になりましたが、引き続き、注意が必要

な状況となっております。 

次に、１０ページ。 

人口１０万人当たりの療養者数は、９２８．４６人。 

９月４日から４日続けて、１，０００人を下回りましたが、引き続き高い水準となっ

ております。 

次に、１２ページ。 

保健所所在市における、人口１０万人当たりの１週間の新規陽性者数です。 



郡山市が８００人を上回っているほか、いわき市が７００人、南相馬市を除く各市で

５００人を超えております。 

次に、１３ページ。 

保健所所在市を除く各市における、人口１０万人当たりの１週間の新規陽性者数です。 

本宮市が１，２００人を上回っているほか、二本松市が９００人を超え、すべての市

において４００人を超えております。 

次に、１４ページ。 

モニタリング指標です。 

「入院率」（１．８％）、「人口１０万人当たりの療養者数」（９２８．４６人）、 

「ＰＣＲ陽性率」（４５．４％）、 

「人口１０万人当たりの１週間の新規陽性者数」（６５８．９２人）が、レベル３、 

「病床の使用率」（４０．２％）がレベル２、 

「重症者用の病床使用率」（２．２％）が、レベル１となっております。 

次に、１６ページ。 

陽性者の療養期間等の見直しについてです。 

昨日、国より通知が発出され同日より適用となっております。 

入院者を除く有症状者は８日目に解除、無症状者は、これまで同様８日目解除が基本

でありますが、５日目に検査キットにより陰性が確認できれば６日目に解除できるとす

るものです。 

この場合でも有症状者は１０日目まで、無症状者は７日目までは、感染リスクが残る

ことから、健康状態の確認や、高齢者との接触を控えるなど感染予防行動の徹底が必要

です。 

あわせて、療養期間中の外出自粛についてです。 

症状が軽快し２４時間が経過した有症状者、及び無症状者は、感染予防行動を徹底す

ることで、食料品の買い出しなど必要最小限の外出が可能となります。 

  

（２）新型コロナワクチンの接種状況等について 

  （病院局長） 

１７ページ、資料４をご覧ください。 

【資料４】 



まず、接種実績ですが、９月７日時点で、３回目接種の回数が、 

１，３２２，２７０回、全人口に対する接種率は７１．８％、また、高齢者や医療従事

者等を対象とする４回目接種は、４９２，４０８回となっております。 

 資料右側ですが、５歳以上１１歳以下の小児の接種率は、１回目が４２．６％、２回

目が３９．６％となっております。 

 次に、資料中段の囲みの部分です。２回目接種完了者全員が３回目接種を希望すると

仮定し算定した、いわゆる想定対象者に対する接種率ですが、３回目接種については 

８７．０％、４回目接種については、想定対象者のうち人数の把握が可能な６０歳以上

の方約６３万５千人を母数とした場合、６９．５％となっております。 

 なお、今回の報告から、国の取扱いに従い接種率の母数を令和４年１月１日現在の住

民基本台帳のデータに基づき算出しております。 

 次ページをご覧ください。 

 オミクロン株対応ワクチンについてになります。 

資料中段「今般の議論」のところをご覧ください。 

９月２日に開催された厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会におきまして、新た

なワクチンの接種に関する方針が取りまとめられました。また、同日、接種体制の準備

を進めるよう、国から県や市町村に対し事務連絡が発出されております。 

今後、新たなワクチンの薬事承認がなされますと、９月１９日の週からワクチンの配

送が始まり、三ポツ目に記載のとおり、現在行われている４回目接種に使用するワクチ

ンとして接種が始まる予定となっております。 

次のページをお願いします。 

 対象者別の接種するワクチンについてであります。 

資料左側「①１、２回目接種がまだの方」の欄をご覧ください。 

１、２回目接種がまだの方につきましては、従来型ワクチンによる初回接種を速やか

に実施するよう示されております。 

また、「②４回目接種がまだの方」及び「③３回目接種がまだの方」につきましては、

オミクロン株対応ワクチンの接種が始まるまでの間は、従来のワクチンによる接種を速

やかに実施するよう示されております。 

このため、未接種の方を含め、ワクチン接種がお済でない方で、ワクチン接種の順番

を迎えている方は、速やかな接種をお願いいたします。 

次のページをご覧ください。 



 ５歳から１１歳の小児接種についてであります。 

 同分科会において、追加接種及び努力義務を適用することについての方針が取りまと

められ、一昨日の６日から、小児に対する努力義務が適用されるとともに、追加接種が

開始されることとなりましたので、御報告いたします。 

最後になりますが、従来のワクチンも含め、より多くの方々に速やかに接種をしてい

ただけるよう、引き続き、市町村等と連携して、接種促進に取り組んでまいります。 

（金光教授） 

県内の感染者の状況を見てみますと、減少傾向にはありますが、非常に緩やかで、決し

て安心できるレベルにはないことであります。 

もう一つは先ほど陽性者を含めて、療養期間の短縮が報告されましたが、ウイルスの性

質が変わったということではないことに注意してほしいです。 

つまり、例えば（発症から）７日以降は感染しませんという科学的データがあるわけで

はないことです。 

ここ１週間、いろいろな病院の情報を見ますと、学校が始まった影響も少しあると思っ

ていますが、例えば、看護師さんがお子さんから感染したという人も結構多く見ます。 

また、いつものことですが、軽微な症状ということで働き続ける方がいまだに大勢いら

っしゃいます。 

もちろん、「周囲に迷惑をかけたくない」という想いだと思いますが、もし休みにくい

ということであれば、まずは症状があることを管理者（場長）に相談して、管理者に判断

をしてもらうというやり方も一つの方法と考えています。  

（知事） 

全国では、１日当たりの新規陽性者数が、前の週の同じ曜日を下回る日が続くなど減少

傾向にあるものの、引き続き高い水準で推移しています。 

本県においても、新規陽性者数は、８月下旬以降、全国と同様に減少傾向にありますが、

今週に入り、前の週の同じ曜日を上回る日も見られるなど、減少幅は緩やかなものとなっ

ており、依然として第６波のピーク時と比べて大幅に高い水準にあります。 

また、直近のゲノム解析の結果では、オミクロン株ＢＡ．５系統の割合が９９％となっ

ており、ほぼすべてが感染力の強い株に置き換わっています。 

本県では、新規陽性者数の大幅な増加と医療従事者の感染等によるスタッフの減少によ

り、医療提供体制が危機的な状況にあったことから、８月１２日に「福島県医療非常事態

宣言」と、「ＢＡ．５対策強化宣言」を兼ねた「福島県感染拡大警報強化版」を発出しまし



た。 

宣言の発出から約４週間が経過をし、県民の皆様や事業者の皆様の御協力により、病床

使用率は５０％を下回ってきています。 

しかしながら、一部の地域では新規陽性者数が増加するなど、依然として医療提供体制

への負荷は大きく、予断を許さない状況にあります。 

このため、県民の皆様におかれては、医療機関を受診する際は、緊急を要する場合を除

き、平日の診療時間内に受診いただくとともに、重症化リスクが低く軽症である場合は、

「福島県陽性者登録センター」を利用するなど、地域医療への負荷を減らすための御協力

を引き続き、よろしくお願いします。 

現在、県民の約１００人に１人が新型コロナウイルス感染症で療養しています。誰もが

いつ、どこで感染してもおかしくない状況にあります。 

このため、県民の皆様におかれては、次の２点について御協力をお願いします。 

一つ目は、少しでも感染の疑いがある場合には、早めに検査をし、感染の有無を確認し

てください。 

濃厚接触者となった場合や発熱・咳等の症状が少しでもあり、普段と体調が異なる場合

は、「検査キット配布センター」で無料配布している、抗原定性検査キットを活用し、検査

していただくようお願いします。 

また、現在、症状は無いものの、いつもと違う行動をした場合や、濃厚接触者には該当

しないものの、感染の不安があるという方は、薬局や医療機関で実施できる無料検査を御

活用ください。 

二つ目は、家庭内で感染を拡げないための対策です。 

感染している可能性がある場合や、検査後に感染結果が判明するまでの間は、家の中で

も会話など場面に応じてマスクを着用する、距離を十分確保して可能な限り生活空間を分

ける、２か所の窓を常時開けて十分な換気を行うなど、感染対策の徹底をお願いします。 

同居者に高齢者や重症化リスクの高い方、医療従事者がいらっしゃる場合は、特に注意

してください。 

県内の新規陽性者数は、全体として減少傾向にあるものの、いまだ高い水準にあるなど、

感染拡大が継続をしており、医療提供体制を維持することが困難な状況が続いています。 

こうした中、県民の皆様の命と健康を守るため、感染症対策や医療の現場で献身的に御

尽力いただいている医療関係者の皆様に、心から敬意と感謝の意を表します。 

地域医療を守り、御自身や大切な方の命と健康を守るためにも、この感染の波を一日も



早く抑え込む必要があります。そのためには、様々な場面で強い危機意識を持ち、「感染拡

大警報強化版」でお示しをした９つの対策に取り組んでいただくことが重要です。 

引き続き、県民の皆様お一人お一人が、しっかりと感染対策をとっていただくようお願

いします。 


